
こ
の
よ
う
に
、
定
家
本
と
は
異
な
っ
た
点
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
た
こ

と
は
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
当
該
断
簡
に
は
、
作
者
名
表
記

以
外
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
）
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
藤
原
家
隆
筆
六

半
切
「
古
今
和
歌
集
」
（
以
下
、
家
隆
筆
切
と
略
称
）
を
、
再
度
、
見
直
し

て
み
た
い
と
思
う
。

「
定
家
本
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
清
輔
本
」
の
系
統
の
諸
本
に

一
致
し
て
い
る
。
歌
の
表
記
な
ど
は
、
諸
本
相
互
に
、
さ
し
た
る
異

同
も
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
作
者
名
の
表
記
と
い
う
一
現
象

か
ら
、
こ
の
本
を
「
清
輔
本
」
の
系
統
に
連
な
る
一
伝
本
と
認
め
た

は
じ
め
に

伝
藤
原
家
隆
筆
六
半
切
「
古
今
和
歌
集
』
考

「
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
の
藤
原
家
隆
の
項
に
は
「
大
六
半
古
今
集
」
と

あ
る
の
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
初

（
１
）

小
松
茂
美
氏
に
よ
る
「
古
筆
学
大
成
四
」
を
紐
解
／
、
と
、
伝
称
筆
者

を
藤
原
家
隆
と
極
め
ら
れ
た
「
古
今
和
歌
集
」
の
断
簡
が
、
四
半
切
か
ら

六
半
切
な
ど
、
実
に
十
種
も
の
多
く
が
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
（
二

と
分
類
さ
れ
た
六
半
の
断
簡
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
分
量
が
現
存
し
て
い

る
。
こ
の
（
一
）
の
切
に
つ
い
て
、
小
松
氏
が
作
者
名
表
記
か
ら
述
べ
ら

れ
た
解
説
を
引
用
す
る
。

く
思
う
。

家
隆
筆
切
に
つ
い
て

立
石
大
樹

１５



縦
一
八
セ
ン
チ
×
横
一
六
セ
ン
チ
を
基
準
に
、
書
式
、
筆
跡
な
ど
か
ら

ツ
レ
と
認
定
し
う
る
も
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
「
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目

（
３
）

録
」
二
百
十
六
号
に
一
葉
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
勿
論
、
見
落
と
し
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
今
は
こ
の
十
六
葉
を
対
象
に
考
察
を
進
め
た
い
。

ま
ず
、
十
六
葉
の
所
在
、
お
よ
び
書
写
内
容
を
一
覧
で
示
す
。

い
る
が
、
番
式
、
縦
の
寸
法
が
異
な
り
ツ
レ
で
樫

で
、
ツ
レ
の
認
定
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

1６

以
上
、
断
簡
は
す
べ
て
巻
第
十
二
以
降
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
お
そ
ら

く
は
上
冊
が
早
く
に
失
わ
れ
、
下
冊
が
分
割
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
な

お
、
断
簡
番
号
の
６
は
、
田
中
登
氏
の
所
蔵
に
な
り
、
田
中
氏
も
断
簡
の

（
４
）

紹
介
を
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
家
隆
筆
切
の
最
大
の
特
徴
と
も
い
え
る
点
は
、
定
家
本
に
は
見

二
異
本
歌
に
つ
い
て

期
か
ら
中
頃
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
一
面
九
行
書
だ
が
、
断
簡
に
よ

っ
て
は
断
た
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
寸
法
は
縦
一
八
セ
ン
チ
、
横
一
六

セ
ン
チ
程
度
が
基
準
値
で
あ
る
。
升
底
切
な
ど
に
比
し
、
縦
が
二
セ
ン
チ

程
度
広
い
。
「
大
六
半
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
「
古
筆
学
大
成
四
」

で
は
十
五
葉
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
家
隆
を
伝
承
筆
者
と
す
る
六
半
の
「
古

今
和
歌
集
」
の
断
簡
は
小
松
氏
の
分
類
（
二
だ
け
で
は
な
い
。
ツ
レ
の

認
定
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
久
曾
神
昇
氏
「
古
筆
切
影
印

（
２
）

解
説
」
は
、
一
一
葉
の
家
隆
を
伝
称
筆
者
と
す
る
六
半
切
の
「
古
今
和
歌
集
」

の
断
簡
を
紹
介
す
る
（
こ
の
二
葉
は
た
が
い
同
士
ツ
レ
で
は
な
く
別
種
一

葉
ず
つ
掲
載
）
。
両
者
と
も
家
隆
筆
切
と
は
六
半
切
と
い
ふ
点
は
共
通
し
て

い
る
が
、
番
式
、
縦
の
寸
法
が
異
な
り
ツ
レ
で
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
点

１６ 1５ 1４ 1３ 1２ １１ 1０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

断
簡
番
号

十
九
・
雑
体

十
八
・
雑
歌
下

十
七
・
雑
歌
上

十
六
・
哀
傷

十
五
・
恋
五

十
三
・
恋
三

十
二
・
恋
二

巻
・
部
立

１
０
６
２
歌
～
９
６
４
ま
で

９
９
９
歌
～
１
０
０
０
ま
で

９
９
７
作
者
名
～
９
９
８
ま
で

９
９
３
歌
～
９
９
５
詞
瞥
途
中
ま
で

９
６
２
～
９
６
３
詞
書
ま
で

９
４
７
歌
～
９
５
０
ま
で

９
４
５
作
者
名
～
歌
・
異
本
歌
・
９
４
６

８
７
４
作
者
名
ま
で

８
３
０
歌
～
８
３
２
上
句
ま
で

８
２
９
～
８
３
０
詞
啓
途
中
ま
で

８
２
４
歌
～
８
２
７
ま
で

８
１
６
歌
～
８
２
０
上
句
ま
で

異
本
歌
・
７
６
０
～
７
６
２
ま
で

６
６
８
～
６
７
０
ま
で

６
６
５
作
者
名
～
６
６
７
ま
で

５
８
９
詞
瞥
～
５
９
０
上
句
ま
で

瞥
写
内
容

「
古
箪
学
大
成
」

「
思
文
閣
墨
蹟
目
録
」

「
古
箪
学
大
成
」

所
在



の
系
統
に
属
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
断
簡
で
も
あ
り
俄
か
に
は
詳
ら
か

に
し
得
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
家
隆
筆
切
は
ど
の
系
統
に
も
属
さ
な
い
異

本
の
本
文
を
有
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
お
く
の
が
妥
当
か
と
思
う
。
ま
た
、

僅
か
な
断
簡
の
中
だ
が
、
歌
の
出
入
り
は
見
ら
れ
な
い
。
ツ
レ
が
よ
り
集

成
さ
れ
れ
ば
そ
う
い
っ
た
流
布
本
と
の
相
違
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
が
、
こ

こ
で
は
こ
れ
以
上
の
推
測
は
控
え
た
い
。

そ
こ
で
、
異
本
歌
の
存
在
以
外
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
、
以
下
に

見
て
ゆ
き
た
い
。

こ
の
歌
は
、
流
布
本
の
定
家
本
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
歌
を
持
つ
の
は
、

異
本
系
統
の
元
永
本
・
六
条
家
本
な
ど
と
い
っ
た
平
安
書
写
本
や
清
輔
本

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
首
は
、

え
な
い
異
本
歌
が
僅
か
な
断
簡
の
中
に
二
首
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
首
を
翻
刻
し
て
掲
げ
る
。

（
異
本
歌
二
）

さ
は
き
な
き
雲
の
は
や
し
に
い
り
ぬ
れ
は

い
と
、
う
き
よ
の
い
と
は
し
き
か
な

（
異
本
歌
こ

こ
と
て
し
は
た
れ
な
ら
な
く
に
を
や
ま
た
の

な
は
し
る
み
つ
の
な
か
よ
と
み
す
る

と
あ
る
。
こ
の
歌
を
持
つ
の
は
、
諸
本
中
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
二
首
を
共
通
し
て
持
つ
諸
本
が
見
ら
れ
れ
ば
、
家
隆
筆
本
の
系
統

に
関
し
て
、
あ
る
程
度
絞
っ
て
見
通
し
が
立
つ
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
が
、

そ
れ
が
存
在
し
な
い
以
上
、
こ
の
二
首
の
異
本
歌
か
ら
家
隆
筆
切
が
、
ど

小
松
氏
は
、
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
「
古
筆
学
大
成
四
」
の
解
説
で

注
目
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
家
隆
筆
切
の
系
統
を
、
清
輔
本
の
系
統
と
示
唆

し
て
お
ら
れ
る
。
小
松
氏
の
説
を
引
用
す
る
。

こ
の
本
の
本
文
系
統
。
こ
れ
ま
た
、
き
わ
や
か
な
本
文
系
統
推
知
の

微
証
が
見
ら
れ
な
い
。
が
、
作
者
名
の
表
記
も
、
そ
の
手
が
か
り
の

一
つ
と
な
る
。
仮
名
を
漢
字
に
改
め
る
の
は
、
「
定
家
本
」
に
、
そ
の

顕
著
な
特
色
が
見
え
る
の
だ
が
、
中
に
は
、
「
定
家
本
」
が
仮
名
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
か
え
っ
て
他
本
が
漢
字
表
記
を
と
る
よ
う
な
場
合

三
作
者
名
表
記
に
つ
い
て

1７



も
あ
る
。

う
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
必
ず
し
も
全
体
を
見
た
場
合
、
清
輔
本
系
統
と
の
み
近
似
性

を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
小
松
氏
は
定
家
本
を
伊
達
本
で

代
表
さ
せ
て
い
る
。
八
二
六
番
歌
の
作
者
名
は
定
家
本
の
中
で
も
伊
達
本

で
は
確
か
に
「
坂
上
是
則
」
と
あ
る
が
、
同
じ
定
家
本
の
定
家
自
筆
・
嘉

禄
二
年
本
で
は
「
坂
上
の
こ
れ
の
り
」
と
あ
っ
て
、
む
し
ろ
家
隆
筆
切
や

清
輔
本
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
僅
か
な
断
簡
の
中
に
お
い
て
作
者
名
表
記
が

仮
名
か
漢
字
表
記
か
で
「
清
輔
本
」
の
一
伝
本
と
認
め
る
こ
と
に
は
、
一

考
を
要
す
る
か
と
思
う
。
む
し
ろ
、
九
九
七
番
歌
が
家
隆
筆
切
で
は
「
藤

原
勝
臣
」
と
、
な
ぜ
か
九
九
九
番
歌
の
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
定
家
本
で
は
「
文
室
あ
り
す
ゑ
」
な
ど
と
、
諸
本
い
ず
れ
と
も
対
立

す
る
よ
う
な
例
な
ど
、
独
自
の
例
は
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

作
者
名
が
仮
名
か
漢
字
を
除
い
て
異
同
を
取
る
と
、
そ
の
「
藤
原
勝
臣
」

の
例
を
除
け
ば
、
さ
ほ
ど
作
者
名
表
記
に
諸
本
間
に
お
い
て
際
立
っ
た
特

徴
を
現
存
断
簡
の
中
で
は
有
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
家
隆
筆
切
の
性
格
は
、
作
者
名
表
記
を
超
え
て
、
本
文
そ
の

も
の
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

１８

こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
小
松
氏
は
、
家
隆
筆
切
の
作
者
名
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
五
九
一
番
歌
の
家
隆
筆
切
の
作
者
名

「
宗
岳
大
頼
」
は
漢
字
表
記
で
あ
り
、
元
永
本
・
筋
切
・
志
香
須
賀
文
庫

本
・
永
暦
二
年
本
・
雅
俗
山
荘
本
は
一
致
。
こ
れ
に
対
し
、
仮
名
表
記
な

の
が
、
雅
経
本
・
基
俊
本
・
永
治
二
年
本
・
保
元
二
年
本
・
伊
達
本
（
定

家
本
の
一
本
）
と
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
八
二
九
番

歌
の
作
者
名
が
家
隆
筆
切
で
「
小
野
重
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
御
家
切
は

「
小
野
の
た
か
む
ら
」
、
「
小
野
重
朝
臣
」
が
元
永
本
・
今
城
切
・
雅
俗
山
荘

本
、
「
お
の
魁
た
か
む
ら
の
朝
臣
」
が
保
元
二
年
本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
、

「
を
の
、
た
か
む
ら
の
朝
臣
」
と
あ
る
の
が
永
治
二
年
本
・
雅
経
本
、
「
小

野
た
か
む
ら
の
朝
臣
」
と
あ
る
の
が
永
暦
二
年
本
・
伊
達
本
と
あ
っ
て
、

「
朝
臣
」
を
持
た
な
い
表
記
は
家
隆
筆
切
同
じ
な
の
は
俊
成
自
筆
の
御
家
切

が
た
だ
一
本
で
あ
る
な
ど
、
作
者
名
表
記
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
現
象
を
種
々

指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
六
六
八
番
歌
が
家
隆
筆
切

で
は
「
定
文
」
で
あ
る
こ
と
、
八
二
六
番
歌
の
作
者
名
が
家
隆
筆
切
で
は

「
坂
上
の
こ
れ
の
り
」
と
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
表
記
が
定
家
本
の

一
本
で
あ
る
伊
達
本
と
対
立
し
、
む
し
ろ
、
清
輔
本
と
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
「
こ
の
本
を
「
清
輔
本
」
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
一
伝
本
と
認
め
た
く
思



先
に
述
べ
た
よ
う
、
家
隆
筆
切
は
僅
か
な
断
簡
の
中
に
、
異
本
本
文
を

有
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
異
本
系
本
文
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

１９

四
家
隆
箪
本
の
本
文
①
定
家
本
と
対
立
す
る
場
合

か
、
定
家
本
と
の
距
離
を
は
か
り
な
が
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
断
簡
数
が
少

な
い
た
め
、
一
覧
に
し
て
定
家
本
（
嘉
禄
二
年
本
に
代
表
さ
せ
る
）
と
異

同
が
あ
る
部
分
を
幾
つ
か
示
し
て
み
た
い
。

〔
賭
本
略
号
｝
本
阿
弥
切
（
本
）
・
元
水
本
（
元
）
・
志
香
須
賀
文
庫
華
山
天
皇
御
本
（
志
）
・
大
江
切
（
大
）
・
逸
翁
美
術
館
所
蔵
雅
俗
山
荘
本
（
俗
）
・
伝
公
任
鼓
本
（
公
）
・
伝
為
明
鉦
六
条
家
本
（
六
）
・
宮
本
長

則
氏
蔵
浦
輔
縦
永
治
本
（
永
）
・
天
理
図
寄
航
所
蔵
清
輔
本
（
天
）
・
今
城
切
（
今
）
・
建
久
二
年
俊
成
本
（
建
）
・
商
野
切
（
商
）
）
・
黒
川
本
掲
載
の
基
俊
本
復
元
本
文
（
基
）
・
筋
切
本
（
筋
）
・
唐
紙
巻
子
本
（
唐
）
・

関
戸
家
旧
蔵
伝
行
成
本
（
関
）
・
節
嘉
蛍
文
庫
所
蔵
寵
親
本
（
寛
）
・
尊
経
間
文
庫
前
田
家
清
輔
本
（
前
）
・
伏
見
宮
本
（
伏
）
・
伝
後
蝿
羽
院
錐
本
（
後
）
・
飛
鳥
井
雅
経
本
（
経
）
・
永
暦
二
年
俊
成
本
（
暦
）

十
八

十
七

十
六

十
五
十
三
巻

９
９
７

９
９
４

９
５
０

９
６
２

９
４
６

８
７
４

８
３
１

８
２
９

８
２
７

８
１
７

６
７
０

６
６
６

歌
番
号

藤
原
勝
臣

行
ほ
と
に

ひ
と
り
ゆ
く
ら
ん

い
ゑ
も
か
な

な
り
け
る
人
に

こ
も
り
侍
け
る
と
き

し
り
ぬ
ら
ん

く
ら
人
と
も
の
な
か
に

い
ひ
け
る
を
き
、
て

う
へ
に
侍
け
る
お
と
こ
と
も

寛
平
御
時

勝
延
佃
都

お
さ
め
て
け
る

堀
川
の
太
政
大
臣

よ
め
る

き
え
ぬ
る
あ
は
と

み
て
こ
そ
や
ま
め
人
の
心
を

な
き
も
の
を

す
ま
む
と
そ
恩

家
隆
筆
切

文
室
あ
り
す
ゑ

ゆ
く
あ
ひ
た
に

ひ
と
り
こ
ゆ
覧

や
と
も
哉

侍
け
る
人
に

こ
も
り
侍
け
る
に

し
り
に
け
む

く
ら
人
の
中
に

い
ひ
け
れ
は

う
へ
の
き
ふ
ら
ひ
に
侍
け
る
キ
ー
の
こ
と
も
の

寛
平
御
時
に

僧
都
勝
延

お
さ
め
け
る

お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み

よ
み
け
る

け
ぬ
る
あ
は
と
も

人
の
心
を
み
て
こ
そ
や
ま
め

な
き
こ
と
を

す
ま
む
と
思
へ
は

定
家
本
（
嘉
禄
二
年
本
）

独
自
異
文

志
・
基
・
元
・
寛
・
六
・
寛
・
永
・
前
・
天
・
伏
・
経
・
後

独
自
異
文

志
・
篭
・
元
・
大
・
寛
・
永
・
前
・
天
・
伏
・
後
・
経
・
高

俗 元
・
後

独
自
異
文

元 基
・
元
・
後

独
自
異
文

本
・
志
・
基
・
公
・
俗
・
六
・
寛
・
永
・
前
・
天
・
伏
・
後
・
経
・
今
・
暦
・
建

独
自
異
文

本
・
基
・
元
・
後

独
自
異
文

基 大
・
元
・
唐

志
・
元
・
唐

家
隆
筆
切
に
一
致



あ
き
と
い
へ
は
よ
そ
に
そ
き
、
し
あ
た
人
の

わ
れ
を
ふ
る
せ
る
な
に
こ
そ
あ
り
け
れ

わ
す
ら
る
愈
身
を
う
ち
は
し
の
中
に
た
へ
て

人
も
か
よ
は
ぬ
と
し
そ
へ
に
け
る

坂
上
の
こ
れ
の
り

あ
ふ
こ
と
を
な
か
ら
の
は
し
の
な
か
ら
へ
て

こ
ひ
わ
た
る
ま
に
と
し
そ
へ
に
け
る

と
も
の
り

う
き
な
か
ら
き
え
ぬ
る
あ
は
と
な
り
な
通
む

な
か
れ
て
と
た
に
た
の
ま
れ
ぬ
身
は

と
い
う
左
注
を
持
つ
。
こ
の
部
分
に
左
注
を
持
た
な
い
の
は
、
元
永
本
・

雅
経
本
・
六
条
家
本
・
建
久
二
年
本
で
あ
る
。
断
簡
の
誤
脱
の
可
能
性
も

捨
て
切
れ
は
で
き
な
い
が
、
現
存
諸
本
の
中
に
こ
の
左
注
を
持
た
な
い
本

が
一
本
な
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
断
簡
の
誤
脱
で
は
な
く
、

左
注
を
持
た
な
い
本
の
流
れ
に
あ
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
中

で
も
、
平
安
末
期
の
流
布
本
と
み
ら
れ
る
崇
徳
院
御
本
の
流
れ
に
あ
る
雅

（
５
）

経
本
や
俊
成
本
に
一
致
し
て
い
る
。
俊
成
本
は
浅
田
徹
氏
の
指
摘
に
よ
り

二
類
に
分
か
た
れ
る
が
、
そ
の
内
、
平
安
朝
の
本
文
を
十
全
に
生
か
し
た

建
久
二
年
本
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
切
が
俊
成
本
に
近
い
と
い

う
よ
り
、
建
久
二
年
本
が
平
安
末
に
行
わ
れ
て
い
た
本
文
を
生
か
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
元
永
本
は
同
系
統
の
筋
切
・

唐
紙
巻
子
本
な
ど
も
流
布
し
て
お
り
平
安
末
期
に
は
あ
る
程
度
流
布
し
て

い
た
本
文
で
あ
る
。
家
隆
筆
切
も
そ
の
時
期
の
あ
る
写
本
の
影
響
下
に
あ

新
編
国
歌
大
観
番
号
の
八
二
四
番
歌
か
ら
、
八
二
七
番
歌
に
あ
た
る
。
問

題
は
、
八
二
五
番
歌
の
左
注
の
有
無
で
あ
る
。
翻
刻
の
通
り
、
家
隆
筆
切

は
左
注
を
持
た
な
い
。
定
家
本
を
は
じ
め
諸
本
は
八
二
五
番
歌
に
左
注
を

持
つ
。
定
家
本
で
掲
げ
れ
ば
、
和
歌
の
後
に
、

又
は
こ
な
た
か
な
た
に
人
も
か
よ
は
す

2０

以
上
、
幾
つ
か
示
し
た
よ
う
に
、
家
隆
筆
切
は
定
家
本
と
対
立
す
る
非

定
家
本
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
独
自
異
文
も
見
ら
れ
、

特
殊
な
本
文
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
で
も
元
永
本
と

の
一
致
率
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。
先
に
触
れ
た
異
本
歌
も
元
永
本
と
共

通
す
る
一
首
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
見
て
み
た
い
。

一
覧
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、
諸
本
と
家
隆
筆
切
を
考
え
る
上
で
、
注

目
す
べ
き
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
一
覧
表
番
号
６
の

断
簡
で
あ
る
。
以
下
、
家
隆
筆
切
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。



い
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
元
永
本
、
そ
し
て
、
元
永
本
と
同
系
統
の

唐
紙
巻
子
本
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
異
本
歌
で
唯
一
共
通
し
た
志
香

須
賀
文
庫
本
と
の
一
致
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
元
永
本
系
統
と
志
賀

須
香
文
庫
本
の
細
か
な
関
係
ま
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
が
、
元
永
本
系

統
に
特
徴
的
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
六
七
○
番
歌
は
家
隆
筆
切
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
家
隆
筆
切
は
二
行
書
だ
が
、
一
行
目
が
「
５
．
７
．
５
」
、
二
行
目

が
「
７
．
７
」
と
分
か
た
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
見

ら
れ
る
古
い
書
写
形
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
親
本
が
、
平
安
の
本
で
あ
っ

る
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
六
六
六
番
歌
は
、
家
隆
筆
切
で
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

た
可
能
性
も
高
い
だ
ろ
う
。

平
定
文

し
ら
か
は
の
し
ら
す
と
も
い
は
し
そ
こ
き

き
よ
み
な
か
れ
て
よ
、
に
す
ま
む
と
そ
思

併
せ
て
本
文
も
み
て
お
き
た
い
が
、
結
句
「
す
ま
む
と
そ
思
」
は
、
定

家
本
で
は
「
す
ま
む
と
思
へ
は
」
と
あ
っ
て
対
立
す
る
。
家
隆
筆
本
・
定

家
本
共
に
「
す
ま
む
」
の
「
む
」
が
意
志
の
助
動
詞
で
「
住
も
う
（
暮
ら

そ
う
こ
と
な
る
。
家
隆
筆
切
は
、
強
意
の
係
り
結
び
で
訳
せ
ば
「
住
も

う
、
と
思
う
」
と
な
ろ
う
。
定
家
本
で
は
、
「
思
へ
」
（
巳
然
形
）
接
続
の

「
は
（
ば
こ
な
の
で
、
逆
接
の
確
定
条
件
で
「
住
も
う
、
と
思
う
の
で
」

と
解
釈
で
き
よ
う
か
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

解
釈
は
両
者
可
能
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
諸
本
は
定
家
本
に
一
致
し
て
い
る

が
、
断
簡
は
、
元
永
本
・
唐
紙
巻
子
本
・
志
香
須
賀
文
庫
本
に
一
致
し
て

三
句
目
「
な
き
も
の
を
」
は
定
家
本
で
は
「
な
き
こ
ひ
を
」
と
あ
っ
て
対

立
す
る
が
、
断
簡
に
一
致
す
る
も
の
は
大
江
切
・
元
永
本
・
唐
紙
巻
子
本

と
言
っ
た
次
第
で
、
ま
た
元
永
本
系
統
に
一
致
す
る
。
解
釈
は
定
家
本
で

は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

なま
みく
たら
せよ

きり
あ又
へし
する
も人
らも定
しな文
つき
るも
力勘の

なを

（
私
の
涙
で
濡
ら
し
た
）
枕
以
上
に
（
私
の
泣
い
た
こ
と
を
）
知
っ
て

い
る
人
も
い
な
い
（
私
の
苦
し
い
）
恋
を
、
涙
が
（
あ
ふ
れ
て
）
塞

き
止
め
ら
れ
な
く
て
（
他
人
に
つ
い
）
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ

な
あ
。

2１



①
本
文
は
定
家
本
と
対
立
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
元
永

本
系
統
と
一
致
す
る
場
合
が
最
も
多
い
と
み
ら
れ
る
。

②
異
本
歌
が
二
首
見
ら
れ
る
。
一
首
は
志
香
須
賀
文
庫
本
に
の
み
見
ら

家
隆
筆
切
で
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
私
の
涙
で
濡
ら
し
た
）
枕
以
上
に
（
私
の
泣
い
た
こ
と
を
）
知
っ
て

い
る
人
も
い
な
い
（
恋
の
苦
し
い
）
物
事
を
、
涙
が
（
あ
ふ
れ
て
）

塞
き
止
め
ら
れ
な
く
て
（
他
人
に
つ
い
）
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

だ
な
あ
。

以
上
の
三
点
を
考
え
れ
ば
、
断
簡
は
元
永
本
に
一
致
す
る
パ
タ
ー
ン
が
最

も
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
細
か
な
異
同
の
上
で
は
筋
切

な
ど
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
元
永
本
に
ほ
ぼ
完
全
な
一
致
を
見
せ
る
わ
け

で
は
な
い
。
写
本
文
化
ゆ
え
、
本
文
は
当
然
、
写
さ
れ
る
た
び
に
動
い
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
よ
う
な
元
永
本
と
の
共
通
点
は
、
元
永
本
そ

の
も
の
で
は
な
く
と
も
、
元
永
本
系
統
の
流
れ
の
上
に
あ
る
一
写
本
と
捉

え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

た
だ
し
、
元
永
本
が
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
本
文
で
は
な
い
こ
と
は

（
６
）

既
に
指
摘
が
あ
る
。
遠
藤
邦
基
氏
は
、
元
永
本
に
見
ら
れ
る
重
出
歌
の
検

討
か
ら
「
元
永
本
の
書
写
者
は
親
本
の
書
式
に
拘
泥
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
家
隆
筆
切
は
元
永

本
や
同
一
書
写
者
に
よ
る
筋
切
・
唐
紙
巻
子
本
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
本
文

と
い
う
よ
り
、
元
永
本
に
も
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
の
あ
る
、
元
永
本
系

統
の
上
に
立
つ
本
文
に
拠
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
あ
く
ま
で
、
僅
か
な
断
簡
の
中
で
の
単
純
に
過
ぎ
る
推
測
を
し

れ
る
歌
で
、
も
う
一
首
は
元
永
本
・
六
条
家
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
歌

で
あ
る
。

③
断
簡
の
中
で
一
箇
所
左
注
の
有
無
が
あ
る
。
断
簡
同
様
、
左
注
を
持

た
な
い
の
は
元
永
本
・
雅
経
本
な
ど
の
平
安
朝
の
本
文
数
本
で
あ
る
。

2２

と
な
ろ
う
か
。
恋
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
定
家
本
ほ
か
の
「
な
き

こ
ひ
を
」
の
表
現
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
家
隆
筆
本
で
も
解

釈
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
隆
筆
切
や
大
江
切
・
元
永
本
・
唐
紙
巻
子
本
で
も
解
釈
で
き
、
本
な

ら
ず
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
誤
写
と
は
断
ぜ
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
本
文
で
享
受
さ
れ
た
「
古
今
和
歌
集
」
も
少
な
か
ら
ず
存
在

し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
家
隆
筆
切
も
そ
の
よ
う
な
本
文
系
統

の
写
本
の
様
相
を
残
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
、
大
き
く
ま
と
め
て
み
た
い
。



五
家
隆
筆
切
の
本
文
②
非
定
家
本
と
対
立
す
る
場
合

家
隆
筆
切
の
中
に
、
非
定
家
本
系
統
の
本
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認

し
て
き
た
。
中
で
も
、
元
永
本
系
統
と
の
関
係
に
触
れ
た
の
だ
が
、
必
ず

し
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
ぬ
例
が
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。
数
例
挙
げ
て
、
確

認
し
て
お
き
た
い
。

六
六
八
番
歌
を
家
隆
筆
切
で
掲
げ
る
。

て
み
る
。
家
隆
筆
切
は
、
元
永
本
系
統
の
本
が
書
写
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、

成
立
し
た
一
本
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

あ
る
段
階
で
志
香
須
賀
文
庫
本
系
統
と
接
触
し
、
志
香
須
賀
文
庫
本
系
統

に
あ
っ
た
異
本
歌
を
補
入
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
可
能
性
を
こ
こ
ま
で
見

て
き
た
中
か
ら
仮
想
し
て
お
き
た
い
。

我
恋
を
し
の
ひ
か
ね
て
は
あ
し
ひ
き
の

山
た
ち
は
な
の
い
る
に
い
て
い
へ
き

結
句
「
い
る
に
い
て
い
へ
き
」
は
定
家
本
に
一
致
し
て
い
る
。
が
、
こ
の

箇
所
は
非
定
家
本
は
大
き
く
異
な
る
。
公
任
筆
本
・
寛
親
本
・
永
治
本
・

前
田
家
本
・
天
理
本
・
伏
見
宮
本
・
雅
経
本
は
「
い
る
に
い
て
い
へ
く
」

四
句
・
結
句
「
き
み
か
こ
ぬ
よ
は
わ
れ
そ
か
す
か
く
」
は
、
定
家
本
に
一

致
す
る
。
が
、
こ
の
箇
所
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
・
基
俊
本
・
公
任
筆
本
・

雅
俗
山
荘
本
・
六
条
家
本
・
寛
親
本
・
永
治
本
・
前
田
家
本
・
天
理
本
・

伏
見
宮
本
・
後
鳥
羽
天
皇
筆
本
・
雅
経
本
・
建
久
二
年
本
は
、
「
わ
れ
そ
か

す
か
く
き
み
か
こ
ぬ
よ
は
」
と
あ
る
。
断
簡
は
、
多
く
の
非
定
家
本
と
対

立
し
な
が
ら
定
家
本
に
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
に
、
断
簡
は
伝
来
の
過
程
で
、
定
家
本
（
も
し

く
は
定
家
本
の
元
に
な
る
系
統
本
。
あ
る
い
は
元
永
本
系
統
と
は
全
く
異

系
統
の
あ
る
写
本
群
）
と
の
接
触
を
経
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
思
う
。

と
あ
る
。
ま
た
、
基
俊
本
は
「
い
る
に
い
て
な
む
」
、
元
永
本
は
「
色
に
い

て
い
へ
き
」
と
あ
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
非
定
家
本
と
は
対
立
す
る
の
に
対

し
、
断
簡
は
定
家
本
と
同
じ
本
文
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所

に
つ
い
て
は
、
転
写
が
重
ね
ら
れ
る
際
に
、
定
家
本
（
も
し
く
は
、
定
家

本
の
源
流
）
と
の
接
触
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

七
六
二
番
歌
は
、

あ
か
つ
き
の
し
き
の
は
ね
か
き
も
、
は
か
き

き
み
か
こ
ぬ
よ
は
わ
れ
そ
か
す
か
く
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寛
平
御
時
う
へ
に
侍
け
る
お
の
こ
と
も
の

と
あ
っ
て
、
藤
原
敏
行
の
歌
の
詞
瞥
が
あ
る
。
異
同
を
す
べ
て
で
は
な
い

が
示
す
。

こ
こ
で
、
か
な
り
本
文
が
混
態
し
た
と
み
ら
れ
る
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

あ
え
て
行
毎
に
番
号
を
付
し
、
細
か
く
み
て
み
た
い
。
八
七
四
番
歌
の
詞

普
は
独
自
異
文
も
み
ら
れ
る
が
、
全
文
挙
げ
て
諸
本
と
の
異
同
を
み
て
お

き
た
い
。
家
隆
筆
切
で
掲
げ
る
と
本
文
は
、

③⑦⑥⑤④③②①

く
ら
人
と
も
の
な
か
に
お
く
り
け
る

あ
り
つ
る
と
い
ひ
け
る
を
き
、
て

お
ほ
み
き
の
お
ろ
し
と
き
こ
え
け
れ
は

く
ら
人
と
も
わ
ら
ひ
て
か
め
を
御
前
に

も
て
い
て
、
と
も
か
く
も
い
は
す
な
り

に
け
れ
は
つ
か
ひ
の
か
へ
り
き
て
さ
な
ん

①
「
寛
平
御
時
」
一
致
…
基
俊
本
・
元
永
本
・
後
鳥
羽
院
筆
本
／
ナ
シ
…

受
殊
院
本
／
「
寛
平
御
時
に
」
…
そ
の
他
定
家
本
な
ど

「
う
へ
に
侍
け
る
お
の
こ
と
も
」
一
致
…
元
永
本
／
ナ
シ
…
受
殊
院
本

か
め
を
も
た
せ
て
后
宮
の
御
方
に

③
「
く
ら
人
と
も
の
な
か
に
」
ナ
シ
…
受
殊
院
本
／
「
く
ら
人
の
な
か
に
」

…
定
家
本
／
一
致
…
そ
の
他
諸
本

⑥
～
⑦
「
さ
な
ん
あ
り
つ
る
と
」
ナ
シ
…
愛
殊
院
本
／
「
さ
な
む
あ
り
け
る

と
」
．
：
志
香
須
賀
文
庫
本
・
公
任
筆
本
・
六
条
家
本
・
寛
親
本
・
永
暦

本
・
前
田
家
本
・
天
理
本
・
後
鳥
羽
院
筆
本
・
雅
経
本
／
一
致
…
そ
の

他
定
家
本
な
ど

③
「
お
ほ
み
き
お
ろ
し
と
」
ナ
シ
…
愛
殊
院
本
／
「
お
ほ
み
き
の
お
し
ま
う

し
」
…
公
筆
本
／
「
お
ほ
み
き
の
お
ろ
し
」
…
志
香
須
賀
文
庫
本
・
元
俊

本
・
元
永
本
・
公
任
筆
本
・
六
条
家
本
・
寛
親
本
・
永
治
本
・
天
理
本
・

伏
見
宮
本
・
後
鳥
羽
院
筆
本
・
雅
経
本
／
一
致
…
そ
の
他
定
家
本
な
ど

②
「
か
め
を
も
た
せ
て
」
ナ
シ
…
受
殊
院
本
・
基
俊
本
・
後
鳥
羽
院
筆

本
／
一
致
…
そ
の
他
定
家
本
な
ど

「
后
の
御
方
に
」
ナ
シ
…
受
殊
院
本
／
一
致
…
そ
の
他
定
家
本
な
ど

／
「
う
へ
の
さ
ふ
ら
ひ
に
侍
け
る
を
の
こ
と
も
の
」
…
そ
の
他
定
家
本
な

ど
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僅
か
な
枚
数
の
中
か
ら
、
可
能
性
に
可
能
性
を
重
ね
て
家
隆
筆
切
に
つ

い
て
見
て
き
た
。
家
隆
筆
切
は
根
源
に
元
永
本
系
統
の
本
文
を
持
ち
な
が

ら
、
そ
れ
が
様
々
な
接
触
を
経
て
現
れ
た
姿
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

元
永
本
は
、
今
日
、
筋
切
・
唐
紙
巻
子
本
と
と
も
に
一
つ
の
系
統
を
成

し
、
平
安
後
期
の
流
布
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
古
筆
切
を
視
野

に
入
れ
て
み
る
と
、
元
永
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
と
も
、
鎌
倉
期
以
降
も

こ
の
系
統
本
の
本
文
は
生
き
て
い
た
本
文
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

他
本
と
の
接
触
は
写
本
文
化
ゆ
え
避
け
ら
れ
な
い
が
、
元
永
本
系
統
が
根

源
に
あ
っ
た
写
本
の
伝
播
も
ま
だ
ま
だ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

俊
成
本
を
も
と
に
定
家
本
が
他
本
を
校
訂
に
使
用
し
た
の
と
は
異
な
っ

て
、
あ
る
場
面
、
あ
る
書
写
者
の
も
と
で
は
元
永
本
系
統
を
源
流
に
し
て

他
本
と
校
訂
し
て
い
た
本
文
も
あ
っ
て
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
思

お
わ
り
に

う
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
小
松
茂
美
氏
「
古
筆
学
大
成
四
」
（
講
談
社
平
成
元
年
）

（
２
）
久
曾
神
昇
氏
「
古
筆
切
影
印
解
説
Ｉ
古
今
集
編
」
（
風
間
書
房

平
成
十
年
）

（
３
）
「
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
」
二
百
十
六
号
（
平
成
二
年
）

（
４
）
田
中
登
氏
「
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
第
二
集
」
（
思
文
閣
出
版

平
成
十
五
年
）

（
５
）
浅
田
徹
氏
「
俊
成
本
古
今
和
歌
集
試
論
ｌ
伝
本
分
立
の
解
釈
私
論

ｌ
」
会
和
歌
文
学
研
究
」
第
六
十
五
号
平
成
五
年
）

（
６
）
遠
藤
邦
基
氏
「
表
記
の
戯
れ
」
（
岩
波
書
店
「
和
歌
を
ひ
ら
く

第
二
巻
和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
」
平
成
十
七
年
）

（
た
て
い
し
だ
い
き
／
本
学
非
常
勤
講
師
）

2５

以
上
の
よ
う
に
、
か
な
り
混
態
し
た
形
跡
が
伺
え
る
。
が
、
①
の
よ
う
な

例
は
、
や
は
り
こ
の
家
隆
筆
切
が
、
根
源
で
は
元
永
本
系
統
の
本
文
を
有

し
て
い
た
も
の
か
ら
派
生
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。


